現場代理人・主任技術者　兼務申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

（　発　注　者　）　様

　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(住所,　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称

　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(代表者氏名,　　　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　

　　次の工事について，請負金額が4,000万円（税込）（建築一式工事の場合は8,000万円（税込））以上の（　現場代理人 ・ 主任技術者　）ではありますが，以下の理由において兼務を申請します。
なお，当該申請の内容は事実と相違ないことを確約します。

【申請対象工事】

	工事名
	

	工事場所
	

	請負金額
	

	配置予定者氏名

（生年月日）
	

	工期
	

	工事概要
	


【兼務対象工事】

	発注機関名
	

	工事名
	

	工事場所
	

	従事役職
	現場代理人・主任技術者・その他（　　　　　　　）

	請負金額
	

	工期
	

	工事概要
	

	申請対象工事との間隔
	ｋｍ

	（参考）移動距離及び時間
	


(注) １　従事役職は，該当するものを○で囲む（その他については，具体的な役職名を記入する）こと。
　　　　　　２　兼務対象工事が複数ある場合は，別紙及び理由書に全ての工事の状況について記載すること。
　　　　　　３　兼務を希望する対象工事の位置関係（道路上の距離等）が把握できる位置図を提出すること。

【連絡体制】
　配置予定者の携帯電話等の番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　受注者の代表者の緊急連絡先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別紙

(注)　従事役職は，該当するものを○で囲む（その他については，具体的な役職名を記入する）こと。
　　
【兼務対象工事②】

	発注機関名
	

	工事名
	

	工事場所
	

	従事役職
	現場代理人・主任技術者・その他（　　　　　　　）

	請負金額
	

	工期
	

	工事概要
	

	申請対象工事との間隔
	ｋｍ

	（参考）移動距離及び時間
	


【兼務対象工事③】

	発注機関名
	

	工事名
	

	工事場所
	

	従事役職
	現場代理人・主任技術者・その他（　　　　　　　）

	請負金額
	

	工期
	

	工事概要
	

	申請対象工事との間隔
	ｋｍ

	（参考）移動距離及び時間
	


【兼務対象工事④】

	発注機関名
	

	工事名
	

	工事場所
	

	従事役職
	現場代理人・主任技術者・その他（　　　　　　　）

	請負金額
	

	工期
	

	工事概要
	

	申請対象工事との間隔
	ｋｍ

	（参考）移動距離及び時間
	


理由書【建設業法施行令第27条第2項適用工事の場合に記載すること。】

	密接な関係とする理由
	詳細

	１　密接な関係のある工事の範囲
	①工作物に一体性若しくは連続性が認められる工事
	ア　同一箇所における道路改良工事と上下水道工事

	1つ目の工事　工事名

(道路改良) 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	
	2つ目の工事　工事名

(上下水道) 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	イ　同一箇所における建築工事と解体工事
	建築工事　 　工事名

　　　　　　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	
	解体工事　　 工事名

　　　　　　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	ウ　連続する河川（本・支川）における工事

	河川工事　 　対象河川

工事名

　　　　　　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	
	河川工事　　 対象河川

工事名

　　　　　　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	エ　同一区画整理地内での造成工事、道路改良工事、上下水道工事
	区画整理地名

	
	
	
	1つ目の工事　工事名

　　　　　　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	
	2つ目の工事　工事名

　　　　　　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	オ　工区を分割した同一工種の工事（１工区、２工区）
	１工区　　　 工事名

発注者

契約日

工　期

	
	
	
	２工区　　　 工事名

発注者

契約日

工　期

	※　工種が同一である必要はない。発注者が同一である必要はない。
※　諸経費調整を行うことと専任の主任技術者の兼務には、直接的な関係はない。

	(注)　兼務対象工事が複数ある場合は、該当する理由の行を増やし、全ての工事の状況について記載すること。



	

	密接な関係とする理由
	詳細

	１　密接な関係のある工事の範囲
	②施工にあたり相互に調整を要する工事
	ア　資材の相当部分の調達を一括で行う工事
	1つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期　

　　　　　　　資材調達先

	
	
	
	2つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

　　　　　　　資材調達先

	
	
	イ　工事の相当部分を同一の下請業者で施工する工事
	1つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期　

　　　　　　 下請け業者

	
	
	
	2つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期　

　　　　　　 下請け業者

	
	
	ウ　工事間で土砂等を流用する工事
	流用土砂の概要

　　　　　　量

	
	
	
	1つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	
	2つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	エ　工事用道路を共用する工事
	共用道路

	
	
	
	1つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	
	2つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	オ　同時に複数箇所で交通規制を行う工事
	交通規制の概要

	
	
	
	1つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	
	
	
	2つ目の工事　工事名

 　 発注者

　　　　　　 契約日

　　　　　　 工　期

	※　「相当部分」とは、金額又は量の５０%以上とする。


	(注)　兼務対象工事が複数ある場合は、該当する理由の行を増やし、全ての工事の状況について記載すること。




様式第２号

現場代理人・主任技術者　兼務承認書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

（　受　注　者　）　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　発　注　者　）　　印

　令和　　年　　月　　日付けで申請のあった次の工事の（ 現場代理人・主任技術者 ）の兼務については，承認します。

【申請対象工事】

	工事名
	

	工事場所
	

	請負金額
	

	配置予定者氏名

（生年月日）
	

	工期
	


【兼務対象工事】

	発注機関名
	

	工事名
	

	工事場所
	

	従事役職
	現場代理人・主任技術者・その他（　　　　　　　）

	請負金額
	

	工期
	

	申請対象工事との間隔
	ｋｍ

	（参考）移動距離及び時間
	


様式第３号

現場代理人・主任技術者　兼務非承認書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

（　受　注　者　）　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　発　注　者　）　　印

　令和　　年　　月　　日付けで申請のあった次の工事の（ 現場代理人・主任技術者 ）の兼務については，次の理由により承認しません。

【申請対象工事】

	工事名
	

	工事場所
	

	請負金額
	

	配置予定者氏名

（生年月日）
	

	工期
	


【兼務対象工事】

	発注機関名
	

	工事名
	

	工事場所
	

	従事役職
	現場代理人・主任技術者・その他（　　　　　　　）

	請負金額
	

	工期
	

	申請対象工事との間隔
	ｋｍ

	（参考）移動距離及び時間
	


【承認しない理由】
	


様式第４号

現場代理人・主任技術者　兼務承認取消書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

（　受　注　者　）　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　発　注　者　）　　印

　令和　　年　　月　　日付けで承認した次の工事の（ 現場代理人・主任技術者 ）の兼務については，次の理由により承認を取消します。

【兼務承認取消対象工事】

	工事名
	

	工事場所
	

	請負金額
	

	配置予定者氏名

（生年月日）
	

	工期
	


【兼務対象工事】

	発注機関名
	

	工事名
	

	工事場所
	

	従事役職
	現場代理人・主任技術者・その他（　　　　　　　）

	請負金額
	

	工期
	

	申請対象工事との間隔
	ｋｍ

	（参考）移動距離及び時間
	


【承認を取消す理由】
	


（災害復旧工事を含む）





様式第１号





申請工事との関係に該当する事由　※該当する項目に○


（　　　）①「工作物に一体性若しくは連続性が認められる工事」


（　　　）②「施工にあたり相互に調整を要する工事」











